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先
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つ
ば
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通
信
２
月
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～～  

事事
務務
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

～～  

【 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

】 

平
成
二
十
七
年
（
二
十
七
年
一
月
一
日
～

一
二
月
三
一
日
）
に
当
施
設
に
支
払
わ
れ
た

介
護
保
険
一
部
負
担
額
な
ど
、
国
が
認
め
る

項
目
は
「
医
療
費
控
除
の
対
象
」
と
な
り
ま

す
。 当

施
設
の
場
合
は
、
領
収
書
の
各
項
目
の

後
ろ
に
「
＊
」
印
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
、

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

  
 
 

二
月
行
事
の
予
定 

 

 
 

 

二
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日
（
水
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季
節
の
食
事
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昼
食
時
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（
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二
月
八
日
（
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階
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
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二
月
十
日
（
水
） 

 
 

４
階
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ 

  

二
月
二
十
八
日
（
日
） 

 
 

お
楽
し
み
献
立
（
昼
食
時
） 

 

（
若
菜
寿
司
・
鰆
の
塩
こ
う
じ
焼
き 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

な
ど
） 

 

二
月
二
十
六
日
（
金
） 

 
 
 
 

 
 

防
災
訓
練 

 

※ 

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

受
付
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 

ご
面
会
時
の
お
願
い 

 

近
隣
の
施
設
で
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

感
染
性
胃
腸
炎
の
発
生
報
告
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
感
染
予
防
の
た
め
、

ご
面
会
者
の
皆
様
に
は
「
手
洗
い
」
「
う
が

い
」
「
手
指
消
毒
」
「
マ
ス
ク
着
用
」
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
感
染
症

等
が
流
行
す
る
時
期
が
続
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
ま
た
、
各
階
面
会
は
面
会
ス
ペ
ー

ス
の
み
で
の
対
応
を
引
き
続
き
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

ご
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
ご
面

会
を
ご
遠
慮
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

一
月
行
事 

 
 
 
 
 

和
太
鼓
鑑
賞
会
の
ご
報
告 

  

一
月
十
七
日
（
日
）、
例
年
、
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
る
「
和
太
鼓 

響
（
エ
コ
ー
）」
の
皆
様
に
ご

来
設
い
た
だ
き
、
和
太
鼓
演
奏
鑑
賞
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

 

和
太
鼓
の
力
強
い
迫
力
に
皆
様
圧
倒
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

「
す
ご
い
迫
力
だ
っ
た
。
汗
を
か
い
ち
ゃ
っ
た

よ
。
」
「
昔
、
和
太
鼓
を
や
っ
て
い
た
か
ら
懐
か
し

か
っ
た
。
演
奏
が
終
わ
っ
た
の
に
、
ま
だ
興
奮
が

お
さ
ま
ら
な
い
よ
。」
な
ど
、
皆
様
か
ら
多
く
の
喜

び
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
演
奏
の
合
間
に
は
、
和
太
鼓
を
実
際
に
叩

か
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
利
用
者
の
皆
様
も
嬉
し
そ

う
に
叩
い
て
い
ま
し
た
。 

「
響
（
エ
コ
ー
）
」
の
皆
様
、
当
日
、
お
忙
し
い
中
、

ご
来
設
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
よ
り 

   

【
節
分
祭
の
ご
案
内
】 

 
 日

時 

平
成
二
十
八
年
二
月
七
日
（
日
） 

 
 
 

午
後
二
時
よ
り 

 

場
所 

各
フ
ロ
ア
に
て 

 

 

内
容 

節
分
よ
り
時
間
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
各
フ
ロ
ア
に
て
豆
ま

き
を
お
こ
な
い
ま
す
。
職
員
が
鬼

と
な
っ
て
各
フ
ロ
ア
を
回
り
ま

す
。
ご
利
用
者
の
皆
様
に
撃
退
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

※
毎
年
、
ご
利
用
者
様
も
職
員
も
大
騒
ぎ

で
大
変
盛
り
上
が
る
行
事
で
す
。
ご
家
族

の
皆
様
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  
 
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
よ
り 

 

 

和
太
鼓
鑑
賞
会
の
様
子 

 

【自
治
会
と
の
合
同
防
災
訓
練
の
予
定
】 

  

三
月
十
九
日
（
土
）
に
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
四
谷
西
部
自
治
会
さ
ん

と
の
合
同
防
災
訓
練
を
、
府
中
消
防
署
分

梅
出
張
所
立
会
い
の
下
で
行
い
ま
す
。 

 

当
日
、
実
際
に
消
防
設
備
の
機
器
を
使
用

し
ま
す
の
で
サ
イ
レ
ン
音
等
で
ご
利
用
の
皆

様
、
ご
面
会
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
災
害
時
の
皆
様
の
安
全･

安
心

の
た
め
の
訓
練
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

※
日
程
は
変
更
す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

写真は以前の訓練の

様子です 
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